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動かし、つなぎ、暮らしを支える鉄
鉄には細く絞り込むほど強くなるものがあります。その性質を活かして、過酷な使用環境に置かれる自動車
などのベアリング、ばね、ボルトや橋のケーブルなどに、細くて長い針金状の線材という鉄が使われています。
また、鉄に強度とは相反する軟らかさや粘りなどの特性を同時に持たせることで、複雑な形状をつくり上げ
ることができます。棒状の棒鋼という鉄は、その優れた加工性を活かして、ギアやシャフトなどの部品材料
に使われています。日頃目にする機会が少ない棒鋼や線材（棒線）は、さまざまな用途に合わせて変幻自在
に姿を変えて、自動車や建機、電機、建築・土木といった構造物のなかに組み込まれ、機械を動かしたり、
橋をつないだり、私たちの暮らしを支えています。
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